
(57)【要約】

【課題】超音波放射機に於ける力を測定する為の手段を

提供する。

【解決手段】当該測定装置は、チャンバー１６を形成す

るケ－スを含んでおり、当該チャンバー内には、ポリウ

レタン材料から作られた超音波吸収体１４が設けられて

いる。当該吸収体１４の上には、ピロエレクトリック検

出手段として作動するポリフッ化ビニリデンからなる部

材１２が配置されており、当該検査装置は、叉、検査状

態に於いて、装置１８から放射される超音波力が当該検

査装置に伝達される事を可能とする為に、典型的には水

である変換媒体１０を含んでいる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 装 置 １ ８ に よ っ て 発 生 せ し め ら れ る 超 音 波 力 及 び /又 は そ の 強 度 を 測 定 す る 為 の 装 置 で
あ っ て 、 当 該 装 置 は 、 更 に 、 ピ ロ エ レ ク ト リ ッ ク 効 果 （ Pyroelectric effect） を 持 つ 材
料 を 含 む 部 材 １ ２ と 当 該 部 材 １ ２ に 近 接 し て 設 け ら れ 、 且 つ 相 互 に 熱 接 触 状 態 に あ る 超 音
波 吸 収 体 １ ４ 及 び 当 該 装 置 １ ８ よ り 発 生 さ れ 、 且 つ 当 該 吸 収 体 １ ４ に よ っ て 吸 収 さ れ た 超
音 波 力 を 当 該 装 置 １ ２ の ピ ロ エ レ ク ト リ ッ ク 効 果 を 使 用 し て 、 測 定 す る 為 の 手 段 ２ ０ と を
含 む 事 を 特 徴 と す る 超 音 波 力 及 び /又 は そ の 強 度 を 測 定 す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 当 該 部 材 １ ２ は 、 薄 い フ ィ ル ム で あ る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 当 該 装 置 は 吸 収 体 １ ４ が 搭 載 さ れ て い る チ ャ ン バ ー １ ６ を 含 ん で い る 事 を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 当 該 部 材 或 い は 膜 体 （ membrane） １ ２ は 、 当 該 チ ャ ン バ ー １ ６ 内 で 当 該 吸 収 体 １ ４ の 上
に 配 置 さ れ て い る 事 を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 当 該 装 置 は 、 当 該 装 置 １ ８ に よ り 発 生 せ し め ら れ た 超 音 波 力 を 当 該 吸 収 体 １ ４ に 転 移 さ
せ る 様 に 作 動 す る 転 移 媒 体 １ ０ を 含 ん で い る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の 何 れ か に 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 当 該 転 移 媒 体 １ ０ は 、 水 で あ る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 当 該 部 材 或 い は 膜 体 １ ２ は 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン か ら な る 部 材 で 構 成 さ れ て い る 事 を
特 徴 と す る 請 求 項 1乃 至 ６ の 何 れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 当 該 部 材 或 い は 膜 体 １ ２ は 、 ピ ロ エ レ ク ト リ ッ ク 材 料 で 形 成 さ れ て い る 事 を 特 徴 と す る
請 求 項 1乃 至 ７ の 何 れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 当 該 部 材 或 い は 膜 体 １ ２ は 、 実 質 的 に ０ ． ０ ４ か ら ０ ． １ ミ リ メ ー ト ル の 厚 み を 有 し て
い る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 1乃 至 ８ の 何 れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 当 該 吸 収 体 は 、 ポ リ ウ レ タ ン 材 料 か ら 作 ら れ て い る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 1乃 至 ９ の 何
れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 当 該 吸 収 体 14は 、 ポ リ ウ レ タ ン ゴ ム で 形 成 さ れ て い る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 1乃 至 １ ０
の 何 れ か に 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 力 測 定 装 置 （ Ultrasonic power meter） に 関 す る も の で あ り 、 更 に は
、 例 え ば 、 物 理 療 法 に 於 け る 超 音 波 装 置 に よ っ て 伝 達 さ れ る 超 音 波 力 を 測 定 す る 為 に 使 用
さ れ る 超 音 波 力 測 定 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 形 式 の 超 音 波 装 置 は 、 広 く 、 英 国 内 及 び 其 の 他 の 国 に 於 け る 病 院 内 で 、 生 体
の 軟 部 組 織 （ Soft-tissue） に 於 け る 損 傷 の 処 置 の 為 に 使 用 さ れ て い る 。 そ の 治 療 に 使 用
さ れ る ヘ ッ ド 部 は 、 水 を 基 体 と し た ゲ ル 状 物 質 を 使 用 し て 患 者 の 体 部 に 当 接 さ れ る も の で
あ り 、 当 該 超 音 波 力 は 、 目 標 と す る 治 療 必 要 個 所 に 対 し て 供 給 さ れ る も の で あ る 。
世 界 規 模 で 実 行 さ れ た 複 数 種 の 装 置 に 関 す る 調 査 は 、 長 い こ と 、 上 記 し た 形 式 の 装 置 の 調
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整 状 態 は 、 著 し く 悪 く 、 シ ス テ ム も し ば し ば 当 該 超 音 波 力 及 び /又 は 超 音 波 力 の 強 度 に 関
し て 許 容 で き る 許 容 範 囲 を 逸 脱 し て 作 動 す る と 指 摘 さ れ て 来 て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 問 題 に 対 し 最 も 大 き く 寄 与 し て い る 要 因 は 、 使 用 者 レ ベ ル （ 物 理 療 養 者 ） に 於 い て
、 上 記 し た 処 理 ヘ ッ ド 部 に よ っ て 供 給 さ れ た 音 響 力 （ acoustic power） が 追 跡 可 能 な 方 法
で 検 証 す る 事 が 出 来 る 簡 単 な テ ス ト 方 法 が 存 在 し て い な か っ た と い う 事 実 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 高 品 質 の （ 放 射 力 、 radiation） バ ラ ン ス が 存 在 す る も の の 、 商 業 的 に 利 用 し え る 当 該
装 置 は 、 一 般 的 に 嵩 が 大 き く 、 ト ッ プ ・ ロ ー デ ィ ン グ ケ ミ カ ル バ ラ ン ス で 構 成 さ れ 、 更 に
、 又 、 適 切 な 専 門 の 操 作 者 に よ り 入 力 す る 事 が 要 求 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 一 般 的 に 利 用 可 能 な 測 定 シ ス テ ム は １ ５ ０ ０ ポ ン ド か ら ２ ５ ０ ０ ポ ン ド の 価 格
と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 簡 単 で 、 偏 向 式 ベ ー ン 型 の 力 の バ ラ ン ス は 、 存 在 し て お り 、 且 つ 、 出 力 を 推 測 す る 安 価
な 方 法 を 提 供 す る も の で あ っ て も 、 こ れ ら の 測 定 装 置 は 、 追 跡 不 可 能 で あ り 、 又 依 然 と し
て 、 使 用 者 の レ ベ ル に 於 け る 実 行 の 困 難 性 が 残 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ ら の 公 知 例 技 術 は 、 従 っ て 非 常 に 複 雑 で 、 使 用 者 の レ ベ ル 於 け る 実 行 操 作 に 対 し て
要 求 さ れ る 高 速 で 、 低 価 格 な 測 定 可 能 性 を 提 供 す る 事 が 不 可 能 で あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 し た 装 置 や 其 の 他 の 超 音 波 放 射 機 に 於 け る 力 を 測 定 す る 為 の 手 段 を 提 供
す る 事 を 目 指 し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 特 定 さ れ て い る 様 な 装 置 か ら 放 射 さ れ た 超 音
波 力 を 測 定 す る 為 の 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 於 け る 好 ま し い 具 体 例 と し て の 装 置 は 、 物 理 療 法 処 理 ヘ ッ ド 部 に よ っ て 供 給 さ
れ た 総 合 的 な 超 音 波 力 を 測 定 す る 事 が 可 能 で あ り 、 且 つ 、 当 該 物 理 療 法 処 理 装 置 の 機 能 が
、 使 用 前 に レ ギ ュ ラ ー ベ ー ス で モ ニ タ ー さ れ 、 又 必 要 に 応 じ て 再 調 整 さ れ る 様 に す る こ と
も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 別 の 具 体 例 に 於 い て は 、 当 該 シ ス テ ム は 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー の 効 果 的 な 放 射 領 域 、 及
び /又 は 、 時 間 平 均 値 化 さ れ た 音 響 強 度 （ ビ ー ム が 均 一 で な い ） に 於 け る 局 所 的 な ホ ッ ト
ス ポ ッ ト を 測 定 す る 事 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 具 体 例 は 、 低 価 格 で 使 用 が 容 易 で あ る コ ン パ ク ト な 測 定 シ ス テ ム の 可
能 性 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 於 け る 第 １ の 具 体 例 は 、 以 下 に 実 施 例 の み の 形 で 添 付 さ れ て い る 図 面 を 参 照 し
な が ら 説 明 さ れ る 。 当 該 唯 一 の 図 は 、 測 定 装 置 に 関 す る 好 ま し い 具 体 例 に 関 す る 概 略 の 説
明 図 で あ り 、 当 該 装 置 の 基 本 的 な 構 成 要 素 の み を 示 す も の で あ る 。
図 を 参 照 す る と 、 好 ま し い 具 体 例 に 対 す る 実 験 的 に 組 み 立 て た 外 観 と 動 作 原 理 が 示 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 中 、 上 面 が 開 放 さ れ て い る チ ャ ン バ ー １ ６ を 形 成 し て い る ケ ー ス が 設 け ら れ て お り 、

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-509505 A 2005.4.14



当 該 チ ャ ン バ ー 16内 に は 、 ピ ロ エ レ ク ト リ ッ ク 部 材 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
当 該 ピ ロ エ レ ク ト リ ッ ク 部 材 １ ２ は 、 当 該 具 体 例 に 於 い て は 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン （ pv
df） か ら 形 成 さ れ て い る 、 約 ０ ． ０ ４ ０ か ら ０ ． １ ミ リ メ ー ト ル の 厚 み を 有 し て い る 薄 い
膜 体 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 か か る フ ィ ル ム １ ２ は 、 本 発 明 に 於 い て は 、 ポ リ ウ レ タ ン ゴ ム で 形 成 さ れ て い る 当 該 音
響 吸 収 体 １ ４ の 上 に 配 置 さ れ 、 且 つ 当 該 音 響 吸 収 体 １ ４ に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。
本 具 体 例 に 於 い て は 、 １ ０ の 最 良 の 形 態 と し て 、 当 該 フ ィ ル ム 或 い は 膜 体 １ ２ の 上 に 配 置
さ れ る も の と し て 水 が 使 用 さ れ る も の で あ り 、 且 つ 、 当 該 水 が 、 処 理 ヘ ッ ト 部 １ ８ か ら 放
射 さ れ る 超 音 波 ビ ー ム を 測 定 セ ン サ ー 、 つ ま り ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン （ pvdf） 膜 １ ２ に 結
合 さ せ る よ う に 作 動 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 別 の 具 体 例 と し て は 、 水 の 代 わ り に 、 結 合 ゲ ル （ coupling gel） の 様 な 物 質 が 当 該 結 合
部 材 と し て 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 何 れ の 場 合 で も 、 電 気 的 遮 蔽 層 が 、 当 該 フ ィ ル ム １ ２ と 当 該 水 と の 間 に 設 け ら れ る 必 要
が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 当 該 フ ィ ル ム と し て は 、 ポ リ エ チ レ ン の 様 な プ ラ ス テ ィ ッ ク フ ィ ル ム 或 い は ゴ ム 材 料 か
ら な る 薄 い 層 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 ま し い 具 体 例 に お い て は 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン （ pvdf） 膜 １ ２ は 、 薄 い フ ィ ル ム で
あ る 事 が 望 ま し く 、 そ れ に よ っ て 当 該 処 理 ヘ ッ ド 部 の 裏 面 か ら 表 面 に 向 け た 音 響 反 射 を 小
さ く す る 事 を 確 実 に 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 も し 、 そ の 厚 み が 厚 い 場 合 に は 、 当 該 処 理 ヘ ッ ド 部 は 出 力 を 変 更 す る 事 が 必 要 に な り 、
そ の 結 果 、 測 定 に エ ラ ー を 発 生 さ せ る 事 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 非 常 に 概 略 的 に は 、 当 該 膜 体 １ ２ の 厚 み は 、 好 ま し く は 、 水 中 で の 音 響 波 長 よ り も 薄 い
事 が 良 く 、 具 体 的 に は 、 １ MHzに 於 い て は １ ． ５ ミ リ メ ー ト ル で 、 ３ MHzに 於 い て は ０ ． ５
ミ リ メ ー ト ル で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 使 用 に 際 し て は 、 入 射 超 音 波 ビ ー ム が 、 当 該 膜 体 １ ２ と 当 該 音 響 吸 収 体 と の 間 の イ ン タ
ー フ ェ ー ス に 於 け る １ ミ リ メ ー タ ー 以 下 の 変 動 範 囲 内 で 、 実 質 的 に 全 て の 当 該 音 響 エ ネ ル
ギ ー を 吸 収 す る 様 に 形 成 さ れ て い る 当 該 音 響 吸 収 体 １ ４ の 材 料 を 加 熱 す る 。
ピ ロ エ レ ク ト リ ッ ク フ ィ ル ム １ ２ は 、 本 発 明 の 具 体 例 で は 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン （ pvdf
） で あ る が 、 温 度 の 増 加 を 検 出 す る 為 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 当 該 チ ャ ン バ ー １ ６ は 、 電 子 回 路 部 ２ ０ を 含 ん で お り 、 当 該 電 子 回 路 部 ２ ０ は 、 発 生 さ
れ た 超 音 波 力 の 指 標 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 適 切 な 当 該 回 路 部 は 当 業 者 に と っ て 明 ら か で あ る の で 、 そ の 詳 細 は 、 こ こ で は 説 明 し な
い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 つ の 具 体 例 に 於 い て は 、 当 該 回 路 部 ２ ０ は 、 試 験 下 に あ る 当 該 処 理 ヘ ッ ド 部 １ ８ に 於
け る ス イ ッ チ 部 が Ｏ Ｎ の 状 態 に あ る 場 合 の ピ ー ク 値 を 検 出 す る 様 に 配 置 さ れ 、 か つ 、 ル ー
チ ン の 実 験 に 使 用 さ れ る 、 当 該 測 定 の 為 の 実 際 的 な プ ロ ト コ ル を 含 む Ｄ ． Ｃ ． ピ ー ク 検 出
手 段 を 含 ん で い る も の で あ る 。 又 、 当 該 測 定 は 、 １ 秒 乃 至 数 秒 の 時 間 の み を 要 す る も の で
あ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 当 該 音 響 吸 収 体 １ ４ に 於 け る 超 音 波 の 吸 収 効 率 は 、 好 ま し い 具 体 例 に お い て 既 に 設 計 さ
れ て お り 、 即 ち 、 当 該 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン （ pvdf） 膜 １ ２ と 当 該 吸 収 体 １ ４ と の 間 に け
る イ ン タ ー フ ェ ー ス 上 に 入 射 さ れ た 超 音 波 力 の 極 め て 大 部 分 の も の が 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 当 該 吸 収 さ れ た 音 響 エ ネ ル ギ ー は 、 そ れ 自 身 熱 と し て 表 さ れ 、 当 該 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ
ン （ pvdf） 膜 １ ２ の ピ ロ エ レ ク ト リ ッ ク 効 果 に よ っ て 、 結 果 と し て 得 ら れ る 熱 の 上 昇 率 が
、 測 定 さ れ る 当 該 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン （ pvdf） 膜 １ ２ の 電 極 間 に お け る Ｄ ． Ｃ ． 電 圧 と
し て 測 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 局 所 的 な 温 度 上 昇 率 は 、 時 間 平 均 化 さ れ た 音 響 強 度 に 比 例 す る も の で あ り 、 そ れ を ビ ー
ム 全 体 に 対 し て 積 分 す る 事 に よ っ て （ こ の 場 合 は 、 当 該 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ズ と 比 較 し て
、 当 該 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン （ pvdf） セ ン サ ー の 面 積 が 大 き い 時 の ケ ー ス に 該 当 す る ） 、
そ の 結 果 は 、 当 該 処 理 ヘ ッ ド 部 １ ８ に よ り 発 生 せ し め ら れ た 超 音 波 力 と 比 例 す る Ｄ ． Ｃ ．
出 力 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 示 さ れ て は い な い が 、 適 宜 の 表 示 手 段 が 当 該 測 定 結 果 を 表 示 す る た め に 提 供 さ れ る 。
　
　 好 ま し い 具 体 例 に 於 い て は 、 当 該 シ ス テ ム は 、 当 該 膜 １ ２ か ら 出 力 さ れ る 出 力 電 圧 に お
け る ピ ー ク を 検 出 す る 事 に よ っ て 、 温 度 の 上 昇 率 を 測 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 当 該 温 度 上 昇 に 於 け る 当 該 ピ ー ク は 、 典 型 的 に は 、 当 該 装 置 １ ８ (処 理 ヘ ッ ド 部 )に 於 け
る ス イ ッ チ が Ｏ Ｎ し た 後 、 短 時 間 内 に 発 生 す る 。 そ れ は 、 当 該 ス イ ッ チ の Ｏ Ｎ に 続 い て 、
熱 導 電 性 が 当 該 温 度 上 昇 率 を 減 少 さ せ る 様 に 作 用 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 当 該 音 響 吸 収 体 １ ４ は 、 当 該 装 置 内 で 、 重 要 な 役 割 を 演 じ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 即 ち 、 当 該 音 響 周 波 数 が １ Ｍ Ｈ ｚ で あ る 場 合 に は 、 当 該 音 響 吸 収 体 １ ４ の 前 側 表 面 に 於
け る １ ｍ ｍ 範 囲 内 で 、 当 該 音 響 力 （ acoustic　 power） の 約 ８ ２ ％ が 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 又 、 当 該 音 響 周 波 数 が ３ Ｍ Ｈ ｚ で あ る 場 合 に は 、 こ の 値 が ９ ９ ％ ま で 増 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に 於 け る 好 ま し い 具 体 例 で の 固 定 状 態 パ ワ ー 測 定 装 置 の デ ザ イ ン は 、 物 理 療 法 で
の 超 音 波 力 分 野 を 意 図 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 係 る 形 式 の 装 置 に よ っ て 発 生 さ れ た 音 響 パ ワ ー は 、 一 般 的 に は 、 ０ ． ５ ワ ッ ト か ら １ ５
ワ ッ ト の 範 囲 内 に 存 在 し 、 そ し て 、 初 期 の テ ス ト を 実 行 さ れ て か ら 、 当 該 装 置 は 、 １ ０ ０
ｍ Ｗ よ り も 低 い パ ワ ー を 測 定 す る の に 十 分 な 検 出 能 力 を 持 つ 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 適 用 範 囲 は 、 発 生 さ れ る 音 響 パ ワ ー が よ り 低 い (例 え ば ５ ｍ Ｗ か ら ２
０ ０ ｍ Ｗ )診 断 シ ス テ ム を 測 定 す る 分 野 ま で 拡 張 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 し た 具 体 例 に よ る 主 な 効 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ａ ） 本 発 明 に 於 け る シ ス テ ム は 、 コ ン パ ク ト で 且 つ 軽 量 で あ り 、 例 え ば 、 １ ０ ０ ｍ ｍ の
外 部 直 径 と ４ ０ ｍ ｍ の 深 さ を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ｂ ） 材 料 の コ ス ト は 、 比 較 的 低 く な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ｃ ） 本 発 明 に 於 け る 当 該 装 置 は 、 使 用 す る の に 極 め て 容 易 で あ り 、 水 で 満 た さ れ る 様 に
凹 陥 状 に 形 成 さ れ た 部 材 を 持 ち 、 且 つ 当 該 処 理 ヘ ッ ド 部 の 面 が 当 該 水 の 表 面 (当 該 セ ン サ
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ー の 上 部 表 面 に 対 し て 略 直 交 し て い る )よ り 下 に な る 様 に 配 置 さ れ て お り 、 更 に は 、 当 該
処 理 ヘ ッ ド 部 を 読 み 出 し と 処 理 の 為 に 、 当 該 処 理 ヘ ッ ド 部 を ス イ ッ チ オ ン さ せ る 電 気 的 装
置 を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ｄ ） 本 発 明 に 於 け る 当 該 処 理 ヘ ッ ド 部 の 横 方 向 の 配 列 は そ れ ほ ど 重 要 で は な く 、 当 該 ヘ
ッ ド 部 は 、 当 該 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン （ pvdf） 膜 １ ２ の 何 れ か の 領 域 の 上 に 配 置 さ れ る も
の で あ っ て も 良 く 、 そ し て 、 そ の 構 成 が 、 実 質 的 に 同 一 の 結 果 を も た ら す と 同 時 に 、 過 剰
の 熱 が 蓄 積 さ れ る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 そ の 他 の 多 く の 変 形 態 様 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 例 え ば 、 そ の 音 響 ビ ー ム を そ の ま ま 当 該 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン （ pvdf） 膜 １ ２ に 指 向 せ
し め た 状 態 の ま ま で 、 当 該 ト ラ ン ス デ ュ ー サ － １ ８ は 、 結 合 ゲ ル を 使 用 す る こ と に よ り 、
水 通 路 １ ０ を 使 用 す る こ と な く 直 接 的 に 結 合 さ れ る も の で あ っ て も 良 く 、 当 該 吸 収 体 １ ４
の 上 部 、 当 該 吸 収 体 １ ４ の 内 部 、 及 び 当 該 吸 収 体 １ ４ の 下 部 に 配 置 さ せ る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 原 理 的 に は 、 よ り 複 雑 な 電 極 パ タ ー ン （ 例 え ば 、 マ ル チ エ レ メ ン ト で 構 成 さ れ て い る 様
な 場 合 ） が 、 当 該 ビ ー ム 内 で の 強 度 の 分 散 情 報 を 得 る た め に 使 用 し う る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 明 ら か に 、 こ の こ と は 、 必 然 的 に 得 ら れ た 装 置 の 複 雑 さ を 増 大 さ せ る こ と に な る
　 例 え ば 、 当 該 ト ラ ン ス デ ュ ー サ － １ ８ の 実 効 放 射 領 域 （ Ｅ Ｒ Ａ ） の 検 出 の た め に 、 当 該
ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン （ pvdf） 膜 の 一 部 の み が 、 当 該 膜 １ ２ と 接 触 し て い る 高 度 な 吸 収 体
の 小 さ な 領 域 の 存 在 を 介 し て 、 出 力 信 号 に 寄 与 す る も の で あ る 。
こ の 具 体 例 で は 、 直 径 が １ ｍ ｍ 或 い は そ れ に 近 い 円 形 デ ィ ス ク の 形 に 形 成 さ れ て お り 、 そ
れ は 、 次 い で 、 当 該 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー １ ８ の 放 射 領 域 と 関 連 し て 移 動 せ し め ら れ 、 強 度
出 力 プ ロ フ ァ イ ル を 決 定 す る と 同 時 に 、 特 に は 、 当 該 放 射 領 域 全 体 に 亘 る 出 力 強 度 （ powe
r　 intensity） を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 別 の 態 様 と し て は 、 部 材 １ ２ は 複 数 個 の 部 品 に よ り 形 成 さ れ て い る も の で あ っ て も 良 く
、 例 え ば 、 複 数 個 の 分 離 さ れ た ピ ロ エ レ ク ト リ ッ ク 装 置 が ２ 次 元 的 に 配 列 さ れ た 様 な 形 状
、 或 い は そ れ ら が 直 列 的 な 帯 状 に 配 列 さ れ た 様 な 形 状 、 又 は 、 そ れ ら が 一 連 の 同 心 円 状 に
配 列 さ れ た 形 状 の も の で 有 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ れ ら の 態 様 は 、 当 該 部 材 １ ２ は 、 検 出 さ れ る べ き 当 該 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー に 於 け る 有
効 放 射 領 域 或 い は 、 検 出 さ れ る べ き 局 所 的 な ホ ッ ト ス ポ ッ ト を 認 め る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 当 該 膜 体 １ ２ は 、 ピ ロ エ レ ク ト リ ッ ク 効 果 を 発 揮 し え る 他 の 物 質 で 形 成 さ れ る 事 も 可 能
で あ る 。 例 え ば 、 リ チ ウ ム ニ オ ベ ー ト と ク オ ー ツ の 様 な セ ラ ミ ッ ク 材 料 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 し か し な が ら 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン （ pvdf） の 利 点 は 、 変 形 可 能 で あ り 、 音 響 波 長 よ
り も 短 い 厚 み を 持 つ 層 が 得 ら れ る と 共 に 、 水 よ り も 優 れ た 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス が 得 ら れ る
こ の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 同 様 に 、 当 該 部 材 １ ２ は 、 膜 状 の 形 状 を し て い る 必 要 は な く 、 又 、 当 該 吸 収 体 １ ４ の 上
に 配 置 さ れ て い る 必 要 も な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 つ ま り 、 検 査 状 態 に あ る 。 装 置 １ ８ と 当 該 吸 収 体 １ ４ と の 間 に 有 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 例 え ば 、 当 該 膜 体 １ ２ は 、 当 該 膜 体 の 検 出 精 度 の 低 下 を 来 す 恐 れ が あ る け れ ど も 、 当 該

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-509505 A 2005.4.14



吸 収 体 １ ４ の 下 部 に 配 置 さ れ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 他 の 具 体 例 で は 、 当 該 部 材 １ ２ は 、 当 該 チ ャ ン バ ー １ ６ の 壁 部 に 近 接 し て 配 置 さ れ て も
良 く 或 い は 当 該 壁 部 の 一 部 を 形 成 す る も の で 有 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 更 に 別 の 具 体 例 で は 、 当 該 部 材 １ ２ は 、 例 え ば 当 該 吸 収 体 １ ４ 内 に 配 置 さ れ た 帯 状 体 の
様 に 、 中 央 部 材 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 出 力 電 圧 を 測 定 す る 為 に 要 求 さ れ る 当 該 回 路 は 、 当 該 チ ャ ン バ ー １ ６ か ら 分 離 さ れ て い
て も 良 く 、 当 該 回 路 の 可 能 な 範 囲 と し て は 、 以 下 の も の に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例
え ば 、 コ ン ピ ュ ー タ 或 い は そ の 他 の 手 段 に よ る ピ ー ク 検 出 、 積 分 、 数 値 化 （ digitisation
） 及 び そ れ に 続 く 処 理 を 含 む も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
１ ０ 　 水
１ ２ 　 ピ ロ エ レ ク ト リ ッ ク 検 出 器
１ ４ 　 超 音 波 吸 収 体
１ ６ 　 チ ャ ン バ ー
１ ８ 　 ヘ ッ ド
２ ０ 　 測 定 手 段
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【 国 際 調 査 報 告 】
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摘要(译)

要解决的问题提供测量超声波辐射器中的力的方法。 解决方案：测量装
置包括形成腔室16的壳体，并且在腔室中提供由聚氨酯材料制成的超声
波吸收器14。在吸收体14上设置由聚偏二氟乙烯制成的构件12，其用作
热电检测装置，并且检查装置可以检测从装置18辐射的超声波。包括转
换介质10，其通常是水，以允许力传递到检查装置。
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